
令和６年度 未来の「ふるさと松山」創造事業 

 

【石井幼稚園】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

（学校の写真） 

＜年長児：米づくり＞ 

地域の水田を借用し、農家の方に指導していただき 

ながら、米づくりをする中で、地域の人への親しみ、 

食への関心を喚起するきっかけになっている。田植え 

や稲刈りを体験することで、米ができるまでの過程を 

知ったり、苗や稲穂などに興味をもったりしている。また、子どもたちは、かかしを

製作したり、生長の様子を見に行ったりすることを通して、米ができるまでの時間や

世話の大変さを感じ、食べ物を大切にしようとする気持ちを育んでいた。収穫した米

は、園児が持ち帰り各家庭で食べることで、保護者も地域の人や食への感謝の気持ち

を感じ、むだなく食べることへの意識を高めることができた。また、住宅地に立地す

る本園の幼児たちにとって、園内や家庭では味わえない体験につながっている。 

    

＜未就園児：わくわく広場＞ 

 未就園児親子を対象に毎月親子で集う「わくわく広場」を 

実施している。外部講師によるリトミックや読み聞かせ、人 

形劇、ハープとお話会、親子ふれあい広場、在園児の表現を 

披露する招待発表会などを行った。広場では、未就園児親子が、楽しく話したり、一

緒に遊んだりする中で、子育ての悩みを共有し合ったり、育ちを実感する場となった

りしていることも多い。未就園児親子のつながりの場となり、地域の子育て支援のセ

ンター的な役割を担っている。 

   

 


